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別記様式12号
佐世保警察署協議会令和７年度第３回会議議事概要

日 時 令和７年10月28日 火曜日 晴天 14時00分～16時00分

場 所 佐世保警察署４階講堂

出 席 者 １ 協議会
野中会長 黒崎委員 井福委員 岡田委員 尾﨑委員 中倉委員
永田委員 丸田委員 リンドリー委員

２ 警察署
尾塚署長 平古場副署長 松竹谷警務課長 中島生活安全課長
中谷交通課長

３ 書 記
警務係長

会議の状況 １ 提出意見に対する推進状況について
署長から、令和７年度第２回会議における提出意見に対する推進

状況について、次のとおり説明があった。

（1）交通事故抑止対策の推進について
ア 子供被害の交通事故発生時の対応及び手のひら運動の推進を
含めた交通安全教育を実施した。
(ｱ) 学校訪問活動及び会合へ参加した。

イ 広報啓発活動を推進した。
(ｱ) 交通少年団によるキャンペーンを実施した。
(ｲ) 児童・生徒への交通安全教育を実施した。

(2) 夜間帯だけでなく昼間の飲酒運転取締りについて
ア 交通指導取締りを推進した。
イ 広報啓発活動を推進した。
(ｱ) キャンペーンを実施した。
(ｲ) 飲食店訪問活動を実施した。
(ｳ) 道路情報板による広報を実施した。
（ｴ）ラジオ、テレビにおける広報活動を実施した。
ウ 交通安全講話を実施した。
(3) 高齢者事故に関する統計データ（年齢、発生場所、原因など）
を用いた広報活動の実施について
ア 高齢者に対する広報活動を実施した。
イ 各種会合での広報活動を実施した。
ウ ラジオ等の広報媒体での広報活動を実施した。
エ 高齢者訪問活動での広報活動を実施した。

２ 令和７年７月から９月までの業務重点推進結果について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 総合的な犯罪抑止対策の推進
ア ニセ電話詐欺等の被害防止対策
(ｱ) 電子マネーダミーカードによる注意喚起
(ｲ) 国際電話利用休止の促進

イ 子供の被害防止及び少年の非行防止対策
(ｱ) 児童の駆け込み訓練の実施
(ｲ) 街頭キャンペーンの実施

ウ 女性を守る対策
エ ローカルメディアを活用した犯罪抑止対策
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(2) 夏期における水難・山岳遭難の防止
(3) 凶悪事件などを含めた事件検挙の推進
ア 当署管内の刑法犯認知・検挙件数、検挙率（１月～９月）
イ 窃盗犯の認知・検挙件数、検挙率（１月～９月）

(4) 繁華街における暴力団等対策の推進
ア 繁華街警戒の実施
(ｱ) 週末などにおける歓楽街での私服警戒の実施
(ｲ) 京町交番と連携した歓楽街対策の推進

イ 事件検挙
(ｱ) 令和７年７月検挙、上京町において発生した傷害事件
(ｲ) 令和７年９月検挙、佐世保市内で発生した暴力行為等処罰に
関する法律違反

(5) 交通の安全と円滑に着目した交通安全対策の推進
ア 交通の安全に着目した交通安全対策
イ 交通の円滑に着目した交通安全対策
(ｱ) 「ながさきピース文化祭２０２５」における交通対策
(ｲ) 国際的な自転車競技大会における交通対策事前協議の実施

(6) 「ながさきピース文化祭2025」開催を踏まえた警備諸対策の推進
(7) 人材確保活動の推進
ア 高校生を対象とした業務説明会の実施
イ 警察の魅力発信活動
ウ ポスター及びチラシによる広報
エ 受験対象者に対する受験勧奨活動
(ｱ) 受験者との関係構築
(ｲ) 高等学校への連絡、訪問活動
(ｳ) 大学生に対する勧奨活動

３ 令和７年10月から12月までの業務重点推進計画について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 総合的な犯罪抑止対策の推進
各種イベント開催に伴う雑踏警備の実施(2)
窃盗犯の捜査強化(3)
公平公正な違反違反取締りの推進(4)
年末に向けた交通安全対策の推進(5)
台風に伴う災害対策の推進と「津波防災の日」に係る各種災害(6)

対応訓練の実施
(7) 国際クルーズ船対策の推進
(8) 犯罪被害者支援の推進

提 出 意 見 １ 交通関係
米軍人も含め多くの外国人が車両を運転しているが、危険な運転

（無灯火、合図なしの右左折等）を見かける。
交通実態を分析したうえで交通違反の指導取締り等の対策をして

ほしい。
２ 生活安全関係
(1) 京町周辺の飲食店の経営者については、客引きの規制に関する
知識が乏しいため、規制に関する広報活動を実施してほしい。
(2) 高校生などが闇バイトやＳＮＳがらみの事件で被害者になるこ
とがあるが、高校生に対し、実際にどのような手口があるのかな
どわかりやすい方法で周知してほしい。


